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ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ー
ト
劇
場
は
、
西
ロ
ン
ド
ン
の
チ
ェ
ル
シ
ー
地
区

に
、
一
八
八
八
年
に
建
設
さ
れ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
様
式
の
額
縁
舞
台

を
持
つ
劇
場
で
す
。
世
紀
の
変
わ
り
目
ご
ろ
に
は
、
ハ
ー
リ
ー
・
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ル
＝
バ
ー
カ
ー
の
も
と
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ナ
ー
ド
・

シ
ョ
ー
や
イ
プ
セ
ン
と
い
っ
た
同
時
代
の
英
国
現
代
演
劇
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
演
劇
を
初
演
あ
る
い
は
英
国
初
演
し
た
歴
史
的
な
意
味
を

も
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、
映
画
館
へ
の
転
換
、
閉
鎖
の
憂
き
目

に
遭
遇
し
ま
し
た
。
そ
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ー
ト
劇
場
に
レ
ジ
デ
ン
ト

す
る
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ス
テ
ー
ジ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
）
」

が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
五
年
の
こ
と
で
す
。
こ
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
が

英
国
演
劇
に
お
い
て
、
数
々
の
エ
ポ
ッ
ク
、
む
し
ろ
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

を
引
き
起
こ
し
て
き
ま
し
た
。 

 

最
初
の
エ
ポ
ッ
ク
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
が
レ
ジ
デ
ン
ト
し
て
、
劇
場
が
再
開

場
、
そ
の
最
初
の
シ
ー
ズ
ン
の
一
九
五
六
年
の
こ
と
で
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｃ

が
設
立
さ
れ
、
初
代
の
芸
術
監
督
と
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
デ
ィ
ヴ
ィ

ー
ン
が
就
任
し
ま
し
た
。
開
場
に
向
け
て
、
業
界
紙
「
ス
テ
ー
ジ
」

で
現
代
戯
曲
の
公
募
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
作
品
の
な
か

で
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ー
ン
の
目
を
引
い
た
の
が
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ズ
ボ
ー
ン

の
『
怒
り
を
こ
め
て
ふ
り
か
え
れ
』
で
し
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｃ
に
応
募
す
る

前
に
、
多
く
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
送
り
つ
け
て
相
手
に
さ
れ
な
か
っ

た
作
品
で
す
が
、
上
演
さ
れ
、
大
き
な
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。
い
ま

見
る
と
な
ん
で
も
な
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
こ
の
作
品
の
衝
撃
は
、

舞
台
の
上
で
、
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
る
と
い
っ
た
日
常
生
活
が
描
か
れ

た
こ
と
で
す
。
戦
後
、
福
祉
国
家
と
し
て
再
生
し
た
英
国
の
社
会
が

大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
舞
台
上
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
風
の
窓
の
向
こ
う
に
庭
が
広
が
る
上
流
・
中

流
階
級
の
暮
ら
し
の
ま
ま
。
演
劇
は
五
十
年
遅
れ
て
い
た
の
で
す
。

ソ
ビ
エ
ト
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
侵
攻
や
、
英
国
の
ス
エ
ズ
危
機
へ
の
出

兵
、
激
動
す
る
世
界
情
勢
の
な
か
で
、
い
ま
だ
階
級
制
度
に
と
ら
わ

れ
る
青
年
た
ち
の
い
ら
だ
ち
が
、
「
怒
れ
る
若
者
た
ち
」
と
し
て
描

か
れ
た
の
で
す
。 

 
二
つ
目
は
、
一
九
六
五
年
で
す
。
芸
術
監
督
は
二
代
目
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ガ
ス
キ
ル
で
す
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ボ
ン
ド
の
『
セ
ー
ブ

ト
（
救
わ
れ
て
）
』
が
上
演
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
当
時
、
い

ま
だ
英
国
演
劇
に
は
事
前
の
検
閲
制
度
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

い
か
な
る
戯
曲
も
事
前
に
「
チ
ャ
ン
バ
ー
レ
イ
ン
卿
」
と
呼
ば
れ

る
検
閲
官
に
提
出
す
る
義
務
が
あ
り
ま
し
た
。
検
閲
官
は
赤
ペ
ン

を
も
っ
て
カ
ッ
ト
し
て
い
く
。
暴
力
シ
ー
ン
は
だ
め
、
性
的
な
シ

ー
ン
は
だ
め
。
二
つ
の
全
シ
ー
ン
が
カ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
は
上
演
で
き
な
い
。『
セ
ー
ブ
ト
』
に
は
、
乳
母

車
の
赤
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
、
石
を
投
げ
入
れ
る
青
年
た
ち
が
描
か

れ
て
い
ま
し
た
。
検
閲
官
は
も
ち
ろ
ん
許
可
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
ガ
ス
キ
ル
は
、
劇
場
を
「
ク
ラ
ブ
制
」
に
し
て
上
演
し

ま
し
た
。
当
時
、
カ
ッ
ト
さ
れ
た
台
詞
を
元
に
戻
す
と
、
犯
罪
に

な
り
、
そ
れ
を
や
っ
た
ガ
ス
キ
ル
が
逮
捕
さ
れ
る
は
め
に
な
り
ま

し
た
。
判
決
は
有
罪
。
で
す
が
、
収
監
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

収
監
す
れ
ば
、
彼
を
よ
り
有
名
に
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら

で
す
。
し
か
し
、
多
額
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
件

が
、
時
代
錯
誤
の
制
度
の
廃
止
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
の
作
品

に
対
す
る
批
評
は
さ
ん
ざ
ん
で
し
た
。
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ー
ト
の
歴

史
は
批
評
家
と
の
戦
い
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。
劇
作
家
は
人
よ

り
先
に
い
る
。
批
評
家
は
つ
い
て
こ
ら
れ
な
い
の
で
す
。 

 

三
つ
目
が
一
九
八
七
年
。
映
画
監
督
の
ケ
ン
・
ロ
ー
チ
が
、
当

時
の
芸
術
監
督
は
マ
ッ
ク
ス
・
ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ド
＝
ク
ラ
ー
ク
に

雇
わ
れ
ま
し
た
。『
パ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
と
呼
ば
れ
る
作
品
を
演
出

す
る
た
め
で
す
。
こ
の
作
品
で
は
第
二
次
に
世
界
大
戦
中
の
ハ
ン

ガ
リ
ー
に
住
む
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
の
た
め
に
、

ナ
チ
ス
と
手
を
組
ん
だ
と
い
う
内
容
で
す
。
こ
の
作
品
の
上
演
が

発
表
さ
れ
た
と
き
、
マ
ッ
ク
ス
は
多
く
の
英
国
の
ユ
ダ
ヤ
人
団
体

か
ら
抗
議
を
受
け
ま
し
た
。
な
か
に
は
有
名
歴
史
家
た
ち
も
い
て
、

「
明
ら
か
に
歴
史
を
ね
じ
曲
げ
た
不
適
切
な
作
品
」
と
糾
弾
さ
れ

た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
公
演
二
日
前
に
な
っ
て
、
マ
ッ
ク
ス
は 
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                       突
然
公
演
中
止
を
発
表
し
ま
し
た
。
理
事
会
の
メ
ン
バ
ー

の
な
か
に
は
抗
議
か
ら
辞
任
す
る
者
も
い
ま
し
た
。
後
に

な
っ
て
、
マ
ッ
ク
ス
は
述
懐
し
て
い
ま
す
。「
自
分
に
と
っ

て
最
悪
の
時
だ
っ
た
。
間
違
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
し

て
、
間
違
っ
た
上
演
中
止
を
し
て
し
ま
っ
た
」
。
結
果
と
し

て
、
大
き
な
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
観
客

と
し
て
は
「
正
し
い
の
か
、
正
し
く
な
い
の
か
」
は
見
て

自
分
で
決
め
た
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

 

四
番
目
が
、
一
九
九
五
年
。
芸
術
監
督
は
イ
ア
ン
・
リ

ッ
ク
ソ
ン
で
す
。
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ー
ト
の
小
劇
場
シ
ア
タ

ー
・
ア
ッ
プ
ス
テ
ア
ー
ズ
で
、
二
十
三
歳
の
サ
ラ
・
ケ
ー

ン
の
『
ブ
ラ
ー
ス
テ
ド
』
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
の

シ
ー
ン
は
非
常
に
自
然
主
義
的
な
芝
居
で
、
北
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
リ
ー
ズ
の
ホ
テ
ル
の
一
室
で
の
中
年
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
と
若
い
女
性
の
関
係
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
後
半
、
ホ
テ
ル
が
爆
発
し
、
そ
こ
に
兵
士
が
登
場
す

る
。
平
和
な
英
国
の
生
活
に
突
然
、
ボ
ス
ニ
ア
の
戦
場
が

も
ち
こ
ま
れ
た
の
で
す
。
新
聞
の
一
面
に
な
る
な
ど
、
大

反
響
を
呼
び
、
こ
き
お
ろ
し
ま
し
た
。
公
的
助
成
を
返
上

さ
せ
ろ
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
一
週
間
に
わ
た
り
、

劇
場
は
プ
レ
ス
に
取
り
囲
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

『
セ
ー
ブ
ト
』
と
の
違
い
は
、
サ
ラ
・
ケ
ー
ン
自
身
の
倫

理
観
が
挿
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
世
界
で
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
を
た
だ
描
い
た
。
観
客
に
判
断
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
た

の
で
す
。
サ
ラ
・
ケ
ー
ン
は
そ
の
三
年
後
に
自
殺
し
て
し

ま
う
の
で
す
が
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ー
ト
で
彼
女
の
作
品
の

連
続
上
演
を
行
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
批
評
家
が
自
分

た
ち
の
か
つ
て
の
間
違
い
を
認
め
ま
し
た
。
彼
女
の
作
品

は
、「
モ
ダ
ン
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
」
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

最
後
に
お
話
し
し
た
い
の
は
、
私
自
身
の
例
で
す
。 

 

存
命
中
で
あ
り
、
最
も
長
く
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ー
ト

と
関
わ
っ
て
い
る
劇
作
家
の
キ
ャ
リ
ル
・
チ
ャ
ー
チ

ル
に
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
の
歴
史
を
描
い
た
戯
曲
を
委

嘱
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
彼
女
は

自
分
の
ア
イ
デ
ア
で
書
く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
し

た
。
孫
と
の
時
間
を
邪
魔
さ
れ
た
く
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
九
年
に
は
い
っ

て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
ガ
ザ
へ
の
攻
撃
を
は
じ
め
ま
し

た
。
彼
女
は
も
と
よ
り
パ
レ
ス
チ
ナ
の
状
況
を
深
く

憂
慮
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
突
然
、
彼
女
か
ら
戯

曲
の
添
付
さ
れ
た
Ｅ
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。
書
い

た
か
ら
読
め
。
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
が
、「
私
は
い

ま
忙
し
い
の
で
、
週
末
に
読
む
と
答
え
る
」
と
、「
た

っ
た
十
頁
だ
か
ら
、
い
ま
読
み
な
さ
い
！
」
。 

そ
の
作
品
が
『
七
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
子
ど
も
た
ち
』

で
す
。
こ
の
作
品
は
、
通
常
の
公
演
の
後
、
九
時
半

か
ら
、
私
自
身
の
演
出
で
、
無
料
で
上
演
さ
れ
ま
し

た
。
彼
女
が
こ
の
状
況
か
ら
誰
か
が
利
益
を
上
げ
る

こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
終
演
後
、
寄
付

を
募
り
、
ガ
ザ
医
療
支
援
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
作
品
は
七
つ
の
シ
ー
ン
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
人
た
ち
が
、
七
つ
の
歴
史
的

な
事
象
に
つ
い
て
ど
う
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
の
か

を
議
論
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
上
演
も
、

大
き
な
反
響
を
得
ま
し
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
も
私
も
多

く
の
抗
議
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
た
し
か
に
芝
居
は

イ
ス
ラ
エ
ル
を
批
判
し
て
い
ま
す
が
、
反
イ
ス
ラ
エ

ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
隠
し
て
い
ま
し
た
が
、
私
自

身
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
背
景
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。 

（
ド
ミ
ニ
ク
・
ク
ッ
ク
／
演
出
家 

ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ー
ト
芸
術
監
督
） 

『芸術監督の仕事』 
 

～文学座アトリエ 60「カラムとセフィーの物語」関連イベント～ 
 

2010 年 10 月 6 日、文学座アトリエ 60 記念事業で開催されたロンドンの新作戯 

曲を上演する名門劇場ロイヤル・コートの芸術監督ドミニク・クックのシンポジウ 

ムに参加した。ロイヤル・コート、ＲＳＣのアソシエート・ディレクターを経て、 

2007 年、ロイヤル・コートの芸術監督に就任している。興味深いのは、アソシエ 

ート・ディレクターの際は招かれたが、芸術監督は公募制だということ。英国では 

法律で公募が規定されているという。密室で決まる日本と比べて、やはり演劇先進国だと感じた。劇場に

よって芸術監督の担う役割は違うが、ロイヤル・コートでは経営責任も芸術監督が負う。決まったときに

は「劇場が火事になったら･･･」と恐怖の塊だったらしい。 

常勤スタッフ 62 名、400 席と 85 席の 2 つの小屋で年間 18 本の新作を上演する。資金は年間 120 万ポ

ンドを民間から調達。後は国の助成金とチケット収入。年間 18 本は常勤スタッフ 700 名以上のＲＳＣと

同じ本数。新作上演のリスクを抱えて、これを継続していくのは相当なプレッシャーだろう。 

新作戯曲を上演する劇場として年間 3000 本もの戯曲が届き、50 作品を劇作家に委嘱、そして劇場に劇

作家養成部門を持つ。劇団制はなく、劇作家の求める完璧な配役になるよう個別の作品ごとに俳優を選ぶ。

委嘱しても必ずしも上演にはこぎつけない厳しさも見せる。資金調達から劇作家の養成、そして作品の演

出。ロイヤル・コートの芸術監督は英国演劇界の中でも大変な仕事。そんな職にあるクックさんは、笑顔

が素敵な、人をひきつける魅力あふれる方だった。（猿田耀子／プロデューサー） 
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拙
著
「
演
劇
と
社
会
―
英
国
演
劇
社
会
史
」
を
出
版
以

来
、
ど
こ
か
気
が
抜
け
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
真
面
目
に

文
献
収
集
に
取
り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
も
の
の
、
尐
し
ず

つ
だ
が
文
献
は
増
え
続
け
て
い
る
。
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ー
ト

劇
場
の
現
職
の
芸
術
監
督
ド
ミ
ニ
ク
・
ク
ッ
ク
氏
の
招
聘

準
備
の
た
め
、
久
々
に
書
棚
に
溢
れ
る
現
代
英
国
演
劇
の

文
献
を
繰
っ
て
み
た
。 

 

集
積
さ
れ
た
文
献
か
ら
量
的
に
も
、
質
的
に
も
見
え
て

く
る
も
の
が
あ
る
。
英
国
の
近
現
代
演
劇
の
研
究
者
を
魅

せ
て
や
ま
な
い
三
つ
の
劇
場
の
存
在
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン

の
オ
ー
ル
ド
・
ヴ
ィ
ッ
ク
・
シ
ア
タ
ー
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ

ー
ト
・
シ
ア
タ
ー
、
そ
し
て
ロ
イ
ヤ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

シ
ア
タ
ー
で
あ
る
。
私
自
身
、
気
が
つ
い
て
み
る
と
、
英

国
演
劇
だ
け
で
な
く
、
文
化
政
策
や
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
領
域
か
ら
も
、
こ
の
三
つ
の
劇
場
が
織
り
な
し
て
き

た
絡
み
合
う
歴
史
、
そ
し
て
公
共
性
な
る
も
の
に
魅
せ
ら

れ
、
追
い
か
け
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
成
り
立
ち
も
性
質

も
異
な
る
、
こ
の
三
つ
の
劇
場
の
絡
み
合
う
歴
史
は
、
演 

  
際
の
と
こ
ろ
、
自
ら
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー
に
と
の

強
い
政
治
的
意
思
が
渦
巻
い
て
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
た
ち

に
よ
っ
て
芸
術
的
自
由
や
演
劇
人
の
思
い
が
踏
み
に
じ
ら

れ
る
こ
と
が
続
い
た
。
犠
牲
者
の
な
か
に
、
初
代
芸
術
監

督
と
な
る
オ
リ
ヴ
ィ
エ
も
い
た
。
次
な
る
犠
牲
者
の
な
か

に
、
英
国
の
俳
優
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
尽
力
し
た
フ
ラ
ン
ス

人
演
出
家
ミ
シ
ェ
ル
・
サ
ン
・
ド
ニ
、
そ
の
右
腕
的
存
在

で
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ー
ト
を
、
と
い
う
よ
り
も
ロ
イ
ヤ
ル
・

コ
ー
ト
を
拠
点
と
す
る
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ス
テ
ー
ジ
・

カ
ン
パ
ニ
ー
」
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
デ

ィ
ヴ
ィ
ー
ン
が
含
ま
れ
て
い
た
。
一
九
五
一
年
の
こ
と
で

あ
る
。
彼
ら
の
辞
任
が
、
彼
ら
が
担
っ
て
い
た
オ
ー
ル
ド
・

ヴ
ィ
ッ
ク
付
属
演
劇
学
校
、
青
尐
年
演
劇
劇
場
と
し
て
の

ヤ
ン
グ
・
ヴ
ィ
ッ
ク
・
シ
ア
タ
ー
を
閉
鎖
に
追
い
込
む
こ

と
に
な
る
（
ヤ
ン
グ
・
ヴ
ィ
ッ
ク
は
一
九
七
〇
年
、
デ
ィ
ヴ
ィ

ー
ン
の
教
え
子
フ
ラ
ン
ク
・
ダ
ン
ロ
ッ
プ
に
よ
っ
て
再
開
、
七
四

年
、
オ
ー
ル
ド
・
ヴ
ィ
ッ
ク
か
ら
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー

か
ら
も
独
立
し
た
青
尐
年
専
用
劇
場
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め

る
。
こ
こ
が
ド
ミ
ニ
ク
・
ク
ッ
ク
の
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』

の
創
造
の
場
と
な
っ
た
）
。
オ
ー
ル
ド
・
ヴ
ィ
ッ
ク
は
、
ナ
シ

ョ
ナ
ル
が
自
ら
の
本
拠
地
を
も
っ
て
か
ら
、
さ
ら
に
変
遷

を
続
け
、
一
九
八
三
年
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
解
散
し
、
商
業

劇
場
に
転
じ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
も
つ
ね
に
新
し
い
創
造

体
制
の
模
索
を
続
け
て
い
る
の
は
、
オ
ー
ル
ド
・
ヴ
ィ
ッ

ク
の
オ
ー
ル
ド
・
ヴ
ィ
ッ
ク
た
る
矜
持
で
あ
る
。 

  

一
八
四
〇
年
に
端
を
発
す
る
英
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ

ア
タ
ー
運
動
が
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ー
ン
率
い
る
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
・
ス
テ
ー
ジ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
が
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ー
ト
を

拠
点
に
す
る
五
十
年
ほ
ど
前
、
同
劇
場
と
密
接
に
絡
ん
だ 

 

ロイヤル・コート物語 

三つの劇場の絡み合う歴史の糸 

 

中山 夏織 

 

劇
の
公
共
性
を
、
社
会
的
使
命
を
問
い
か
け
て
い
る
。 

 

オ
ー
ル
ド
・
ヴ
ィ
ッ
ク
・
シ
ア
タ
ー
は
、
お
酒
を
出
さ

な
い
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
と
し
て
、
社
会
事
業
者
で

あ
り
、
英
国
の
働
く
女
性
の
嚆
矢
的
存
在
エ
マ
・
コ
ン
ス

に
よ
っ
て
、
一
八
八
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
。
目
的
は
労
働

者
の
教
育
で
あ
る
。
当
時
は
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
・
ホ
ー
ル
と
呼
ば
れ
た
。
慈
善
事
業
を
目
的
と
し
て
生

ま
れ
た
劇
場
が
、
英
国
初
の
「
非
営
利
劇
場
」
と
な
り
、

コ
ン
ス
の
姪
リ
リ
ア
ン
・
バ
イ
リ
ス
が
正
規
の
劇
場
に
昇

格
さ
せ
、
演
劇
史
に
残
る
数
々
の
事
業
を
残
す
こ
と
に
な

る
。
二
つ
の
世
界
大
戦
と
い
う
大
き
な
歴
史
の
う
ね
り
の

は
ざ
ま
で
、
非
演
劇
人
バ
イ
リ
ス
が
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

二
十
四
作
品
を
上
演
す
る
シ
ー
ズ
ン
に
着
手
、
そ
の
功
績

は
初
の
学
校
を
対
象
と
し
た
ス
ク
ー
ル
・
マ
チ
ネ
の
設

置
、
シ
ー
ズ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

公
的
助
成
不
在
の
時
代
に
、「
国
立
劇
場
」
な
ら
ぬ
、「
国

民
劇
場(N

a
tio

n
’s

 T
h

e
a

tre
)

」
を
つ
く
り
上
げ
た
。 

だ
が
、
彼
女
の
威
業
は
、
む
し
ろ
、
現
在
の
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ペ
ラ
や
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
・
ロ

イ
ヤ
ル
・
バ
レ
エ
の
前
身
を
つ
く
り
あ
げ
、
英
語
で
の
オ

ペ
ラ
、
英
国
の
バ
レ
エ
の
創
造
・
普
及
に
努
め
た
こ
と
で

広
く
知
ら
れ
る
。
バ
イ
リ
ス
の
存
在
は
、
実
に
、
で
か
い
。 

 
 

バ
イ
リ
ス
の
死
後
、
そ
し
て
、
戦
後
、
オ
ー
ル
ド
・
ヴ

ィ
ッ
ク
が
一
躍
注
目
を
浴
び
る
存
在
に
な
る
の
は
、
一
九

六
三
―
一
九
七
六
年
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
オ
リ
ヴ
ィ
エ
率
い

る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー
の
本
拠
地
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
。
そ
の
前
史
は
か
な
り
政
治
的
に
ド
ロ
ド
ロ
と
し
て

い
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー
の
誘
致
に
、
い
や
、
実 
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時
期
が
あ
る
。 

一
九
〇
四
―
〇
七
年
、
ハ
ー
リ
ー
・
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
＝

バ
ー
カ
ー
が
、
ジ
ョ
ン
・
ベ
ド
レ
ー
ヌ
と
と
も
に
、
ロ
イ

ヤ
ル
・
コ
ー
ト
で
「
レ
パ
ー
ト
リ
ー
制
度
」
に
よ
る
上
演

を
挑
ん
だ
。
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
＝
バ
ー
カ
ー
は
も
と
も
と
俳

優
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
の
ち
に
劇
作
・

演
出
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
も
才
能
を
遺
憾
な
く
発

揮
さ
せ
た
時
代
の
寵
児
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
ア
ク
タ
ー
・

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
。
こ
の
彼
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア

ー
チ
ャ
ー
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
一
九
〇
三
年
に
発
表
（
出

版
さ
れ
た
の
は
、
〇
七
年
）
し
た
の
が
、
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

シ
ア
タ
ー
―
そ
の
方
策
と
見
積
り
』
で
あ
る
。 

 

通
称
「
ブ
ル
ー
・
ブ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
た
同
書
に
描
か

れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
姿
は
、
「
大
規
模
で
、
伸
縮
自
在
で
、

独
立
し
た
」
組
織
で
あ
る
。
全
目
的
的
な
舞
台
芸
術
セ
ン

タ
ー
を
求
め
は
せ
ず
、
オ
ペ
ラ
と
は
完
全
に
切
り
離
し
た
、

ド
ラ
マ
の
た
め
の
劇
場
で
あ
る
べ
き
と
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
必
ず
し
も
、
新
劇
場
建
設
を
思
い
描
い
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
劇
場
は
当
時
、

ロ
ン
ド
ン
に
見
い
だ
せ
な
い
と
し
て
、
劇
場
自
体
が
、
看

板
と
な
る
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
上
演
に
対
応
で
き
る
バ
ッ

ク
・
ス
テ
ー
ジ
の
広
さ
を
持
つ
劇
場
の
設
計
プ
ラ
ン
を
作

り
上
げ
た
。 

財
政
面
に
つ
い
て
は
、
国
家
の
助
成
を
否
定
こ
そ
し
て

い
な
い
が
、
当
時
の
英
国
と
し
て
は
も
っ
と
現
実
的
と
い

う
か
、
資
産
家
の
寄
付
を
仰
い
で
土
地
を
購
入
し
、
基
金

を
作
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
。
こ
の
資
産
家
は
英
国

人
で
は
な
く
、
米
国
人
カ
ー
ネ
ギ
ー
を
想
定
し
て
い
た
と

い
う
話
も
あ
る
。
実
際
に
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
が
資
金
を
出
す 

 

準
備
が
あ
る
ら
し
い
と
耳
に
し
て
、
時
を
逸
し
て
は
な

ら
な
い
と
ば
か
り
、
起
草
を
急
い
だ
と
い
う
話
も
あ
る
。

こ
の
ブ
ル
ー
・
ブ
ッ
ク
は
、
そ
の
意
味
で
は
、
カ
ー
ネ

ギ
ー
へ
出
資
を
依
頼
す
る
た
め
の
企
画
書
だ
っ
た
わ
け

で
あ
る
。 

 

こ
の
ブ
ル
ー
・
ブ
ッ
ク
の
中
に
、「
芸
術
監
督
」
の
萌

芽
が
み
ら
れ
る
。
と
い
っ
て
も
、
芸
術
監
督
（A

rtistic 

D
irecto

r

）
と
い
う
呼
称
の
登
場
は
、
五
十
年
代
を
待
た

ね
ば
な
ら
な
い
。
当
時
は
、
た
だ
「
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」

と
だ
け
呼
ば
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
人
材
は
、
政
府

に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
独
立
し
た
理

事
会
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
そ
の
理
事
会
が
ス
タ
ッ
フ

も
雇
用
す
る
。
だ
が
、
い
っ
た
ん
任
命
し
た
ら
、
理
事

会
は
そ
の
後
干
渉
し
な
い
と
い
う
、
英
国
的
二
重
構
造

を
想
定
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
英
国
の
文
化
政
策
の
基

調
と
な
っ
て
い
く
「
ア
ー
ム
ス
・
レ
ン
グ
ス
」
の
理
念

の
体
現
で
も
あ
る
。 

た
だ
気
を
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
時

点
で
は
、
演
出
家
を
必
ず
し
も
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
演
劇
芸
術
に
関
す
る
知
識

と
、
芸
術
家
た
ち
と
の
人
間
関
係
が
担
え
る
人
材
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
論
じ
る
も
の
の
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

と
は
、
あ
く
ま
で
も
最
高
経
営
責
任
者
で
あ
っ
た
。
演

出
家
（
実
は
、
当
時
の
英
語
で
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

は
、
公
演
毎
に
雇
わ
れ
る
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。 

だ
が
、
も
う
一
つ
興
味
深
い
こ
と
に
ブ
ル
ー
・
ブ
ッ

ク
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
次
ぐ
管
理
職
と 

 

し
て
、
ド
イ
ツ
の
ド
ラ
マ
ツ
ル
グ
の
英
国
版
と
し
て
の
リ

タ
ラ
リ
ー
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
高
給
で
位
置
づ
け
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
デ
ィ
ヴ
ィ
ー
ン
が
創
出
す
る
こ
と
に
な
る
ロ

イ
ヤ
ル
・
コ
ー
ト
の
未
来
を
予
言
し
て
い
る
と
も
い
え
そ

う
で
あ
る
。 

ブ
ル
ー
・
ブ
ッ
ク
は
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
い
か
に
劇
場

を
運
営
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
カ
ン
パ
ニ
ー
は
何
人
の
俳

優
で
構
成
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、
等
々
を
も
詳
細
に
記
述

し
て
い
る
。
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
＝
バ
ー
カ
ー
の
関
心
は
、
と

り
わ
け
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
・
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
そ
れ
を

可
能
に
す
る
劇
団
制
の
構
造
だ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
、
彼

は
こ
の
「
ブ
ル
ー
・
ブ
ッ
ク
」
を
改
訂
出
版
す
る
が
―
こ

れ
が
私
の
手
元
に
あ
る
―
そ
の
主
眼
は
、
こ
の
カ
ン
パ
ニ

ー
の
あ
り
方
に
あ
っ
た
。
い
か
に
カ
ン
パ
ニ
ー
を
有
効
活

用
す
る
の
か
、
い
か
に
集
団
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持

す
る
の
か･

･
･

ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
俳
優
気
質
は
、
一

か
所
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
由
と
し
な
い
か
ら
で
も
あ
る
。 

 

デ
ィ
ヴ
ィ
ー
ン
の
旅
立
ち 

  

先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ー
ン
の
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
・
ス
テ
ー
ジ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
設
立
の
き
っ
か
け
づ

く
り
に
、
幸
か
不
幸
か
、
貢
献
し
た
の
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

シ
ア
タ
ー
の
覇
権
争
い
で
あ
っ
た
。
デ
ィ
ヴ
ィ
ー
ン
の
妻

ソ
フ
ィ
ー
の
姉
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
（
パ
ー
シ
ー
）
・
ハ
リ
ス

の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
ト
ッ
プ
に
サ
ン
・

ド
ニ
フ
ラ
ン
ス
人
を
ト
ッ
プ
に
座
ら
せ
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の

姉
妹
こ
そ
が
、「
モ
ー
ト
レ
ー
姉
妹
」
と
し
て
、
英
国
の
舞 
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も
あ
っ
て
、
全
国
で
扉
を
閉
ざ
す
劇
場
が
増
え
始
め
た
。
評
論
家
・

演
劇
史
家
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
タ
ー
は
、
い
ま
だ
ピ
ュ
ー
リ
タ

ニ
ズ
ム
と
検
閲
が
存
在
し
、
社
会
か
ら
遊
離
し
た
頽
廃
と
混
乱
の
ビ

ジ
ネ
ス
が
支
配
す
る
当
時
の
演
劇
状
況
を
「
祝
福
さ
れ
な
い
商
売

（Th
e U

n
h

o
ly

 T
rad

e

）
」
と
嘆
い
た
。 

 

そ
ん
な
時
代
に
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ー
ン
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
出
身
の
若
い

演
出
家
ト
ニ
ー
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
と
出
会
っ
た
。「
無
視
さ
れ

て
き
た
劇
作
家
」
の
作
品
を
上
演
す
る
た
め
の
劇
場
を
つ
く
れ

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
二
人
は
意
気
投
合
し
た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
作
り
、
資
金
調
達
に
尽
力
す
る
な
か
で
、
そ
れ
が
尐
し
ず
つ

形
を
伴
う
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
デ
ィ
ヴ
ィ
ー
ン
は
あ
る
裕
福

な
夫
人
の
ま
え
で
力
説
し
た
。 

 

「
私
が
欲
し
い
の
は
、
現
代
劇
の
た
め
の
劇
場
で
す
。
私

の
全
人
生
は
古
典
劇
に
費
や
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
挑
戦
し

た
い
の
は
、
異
な
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
持
つ
演
劇
を
作
る
こ

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
知
的
な
生
活
の
一
部
に
な
る
こ
と

で
す
。
」 

  

資
金
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
究
極
的
に
二
人
が

求
め
た
の
は
、
小
さ
い
が
恒
久
的
に
働
く
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
り
、

俳
優
と
劇
作
家
を
育
て
る
た
め
の
コ
ー
ス
…
そ
の
夢
の
結
実
す

る
場
所
が
、
一
転
二
転
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ

ー
ト
再
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
グ
ラ
ン
ヴ

ィ
ル
＝
バ
ー
カ
ー
の
夢
の
一
部
が
、
た
し
か
に
継
承
さ
れ
た
の

で
あ
る
。 

（
な
か
や
ま
か
お
り
／
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
） 

育
成
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
二
人
は
、
演
劇
学
校
の
設
立
に

挑
ん
だ
が
、
場
所
を
転
々
と
し
、
法
人
化
も
果
た
し
、
よ
う

や
く
軌
道
に
の
り
か
け
た
と
こ
ろ
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
が

勃
発
、
短
命
な
活
動
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
。 

 

悩
ま
し
き
戦
中
を
終
え
、
戦
後
、
オ
ー
ル
ド
・
ヴ
ィ
ッ
ク

演
劇
学
校
な
ら
び
に
ヤ
ン
グ
ヴ
ィ
ッ
ク
・
シ
ア
タ
ー
・
セ
ン

タ
ー
の
設
立
に
際
し
て
、
二
人
に
声
が
か
か
っ
た
。
彼
ら
の

仕
事
に
対
す
る
評
価
は
極
め
て
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
歴
史

の
大
き
な
う
ね
り
の
な
か
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー
を
め

ぐ
る
覇
権
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

サ
ン
・
ド
ニ
は
帰
国
し
、
そ
の
後
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
の

国
立
劇
場
を
担
う
。
デ
ィ
ヴ
ィ
ー
ン
は
、
失
意
の
う
ち
に
フ

リ
ー
演
出
家
と
な
っ
た
、
仕
事
に
は
不
足
し
な
か
っ
た
も
の

の
、
自
分
の
や
り
た
い
仕
事
で
は
な
か
っ
た
。
オ
ー
ル
ド
・

ヴ
ィ
ッ
ク
で
は
果
た
せ
な
か
っ
た
夢
の
再
現
が
彼
の
頭
か

ら
離
れ
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
頃
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ー
ト
を
現

代
演
劇
の
場
と
し
て
再
生
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
生
ま

れ
て
い
た
。 

 

一
九
五
〇
年
代
の
ロ
ン
ド
ン
。
戦
争
以
来
、
新
し
い
劇
場

は
一
つ
も
建
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
演
劇
は
繁
栄
を
示
し

て
い
る
か
に
も
見
え
た
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
、
安
易
な
ス
タ

ー
芝
居
に
彩
ら
れ
た
ロ
ン
グ
ラ
ン
蔓
延
す
る
商
業
演
劇
、
劇

場
を
埋
め
尽
く
す
の
は
中
産
階
級
の
中
高
年
。
劇
場
は
、
自

身
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
沿
っ
た
も
の
に
古
典
作
品
を
仕
立
て

あ
げ
、
自
分
に
即
し
作
品
を
書
き
直
す
よ
う
求
め
る
俳
優
た

ち
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
た
。
「
演
劇
は
衰
え
つ
つ
あ
る
」
、
と

少
な
か
ら
ぬ
演
劇
人
が
懸
念
し
て
い
た
。
テ
レ
ビ
時
代
の
到
来 

  

台
美
術
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
女
性
デ
ザ
イ
ナ
ー

た
ち
で
あ
る
。
デ
ィ
ヴ
ィ
ー
ン
と
姉
妹
は
、
チ
ェ
ル
シ
ー

の
芸
術
学
校
で
知
り
合
っ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
を
一
切
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
彼
女
た
ち
を
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
成
功
さ
せ
た
の
は
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ー
ン
の
才
覚
で
あ

り
、
も
ち
ろ
ん
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ー
ト
も
彼
女
た
ち
の
力

を
大
い
に
借
り
る
こ
と
に
な
る
。 

 

ジ
ョ
ー
ジ
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ー
ン
は
、
一
九
三
〇
年
代
、
俳

優
と
し
て
そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
は
じ
め
て
い
る
。
容
姿
に
は

恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
す
ぐ
に
頭
角
を
現
し
、
当
代
の
ス

タ
ー
俳
優
ジ
ョ
ン
・
ギ
ル
グ
ッ
ド
の
ク
ィ
ー
ン
ズ
・
シ
ア

タ
ー
で
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
劇
団
に
参
画
し
た
。
サ
ン
・
ド

ニ
と
の
出
会
い
も
、
ギ
ル
グ
ッ
ド
主
演
の
『
ノ
ア
』
を
サ

ン
・
ド
ニ
が
演
出
し
た
、
一
九
三
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。

英
国
型
ス
タ
ー
芝
居
の
伝
統
を
担
う
ギ
ル
グ
ッ
ド
と
、
フ

ラ
ン
ス
の
ブ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
演
劇
を
否
定
し
、
地
域
に
移

っ
た
コ
ポ
ー
の
理
念
を
継
承
す
る
サ
ン
・
ド
ニ
は
、
演
劇

的
に
は
水
と
油
の
関
係
性
だ
っ
た
ら
し
い
。
ギ
ル
グ
ッ
ド

が
鳥
で
あ
れ
ば
、
サ
ン
・
ド
ニ
は
籠
だ
と
い
う
表
現
も
あ

る
。
そ
の
な
か
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
で
き
た
デ
ィ
ヴ
ィ
ー

ン
と
片
言
の
英
語
の
サ
ン
・
ド
ニ
は
、
盟
友
と
し
て
の
関

係
を
築
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

二
人
の
関
係
が
最
初
に
つ
く
り
上
げ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー

が
、
「
ロ
ン
ド
ン
・
シ
ア
タ
ー
・
ス
テ
ュ
ー
デ
ィ
オ
」
と

い
う
演
劇
学
校
で
あ
る
。
一
九
三
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。

か
つ
て
デ
ィ
ア
ギ
レ
フ
が
利
用
し
て
い
た
ス
タ
ジ
オ
一

室
を
使
っ
て
、
自
ら
の
演
劇
観
を
体
現
す
る
俳
優
た
ち
を 
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ＮＩＤＡに恋して 

 

たんげさちこ 

 

 

国
際
演
劇
協
会
の
主
催
す
る
雅
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
発
表

会
で
、
ロ
ン
ド
ン
時
代
の
友
人
中
山
夏
織
に
再
会
し
た
。
千
駄

ヶ
谷
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
後
日
、「
シ
ア
タ
ー
＆
ポ
リ
シ
ー
」
に
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ａ
の
こ
と

を
書
か
な
い
か
と
メ
ー
ル
が
入
っ
た
。「
身
体
で
表
現
す
る
こ
と

か
、
話
す
こ
と
だ
っ
た
ら
と
、
返
事
を
出
そ
う
と
思
っ
た
の
だ

が
、
私
の
愛
す
る
演
劇
学
校
の
た
め
だ
っ
た
ら
と
原
稿
用
紙
と

向
か
い
あ
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ａ
（T

h
e

 N
a

tio
n

a
l In

s
titu

te
 o

f D
ra

m
a

tic
 A

rt

）
と

私
の
出
会
い
は
、
一
九
九
七
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
住
ん
で

い
る
友
人
に
誘
わ
れ
て
観
光
と
し
て
訪
ね
た
時
に
始
ま
る
。「
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
演
劇
学
校
っ
て
あ
る
の
か
し
ら
？
」
。 

そ
ん
な
私
の
無
知
な
質
問
に
友
人
は
、
そ
の
夏
の
オ
ー
プ
ン
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
カ
タ
ロ
グ
を
取
り
寄
せ
て
く
れ
た
。
開
け
た
途

端
―
「
な
ん
だ
こ
り
ゃ
！
」
。
そ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
コ
ー
ス
が

宝
石
の
よ
う
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
宝
の
山
だ
！ 

こ
こ
に
行
く
し
か
な
い
。
あ
れ
も
受
け
た
い
、
こ
れ
も
受
け
た

い
、
こ
れ
が
こ
の
演
劇
学
校
に
恋
に
落
ち
た
瞬
間
だ
っ
た
。 

 
 

オ
ー
プ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
正
規
の
授
業
の
他
に
、
一
般

社
会
人
、
教
師
、
学
生
、
子
ど
も
な
ど
を
対
象
に
開
か
れ
て
い

る
コ
ー
ス
で
あ
り
、
学
位
の
取
得
は
で
き
な
い
が
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ａ

の
先
生
方
、
卒
業
生
が
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。
一
か
月
間
に

わ
た
る
サ
マ
ー
コ
ー
ス
は
人
気
が
高
く
、
私
は
三
週
間
、
自
分

が
日
本
で
は
選
ば
な
い
よ
う
な
科
目
を
選
び
、
受
講
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。 

 

初
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
夏
の
日
差
し
の
差
し
込
む
ホ
ワ

イ
エ
に
腰
を
お
ろ
し
て
い
る
と
、
私
は
な
ん
だ
か
心
地
の
よ
い

幸
福
感
に
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
周
囲
に
は
、
尐

し
緊
張
し
な
が
ら
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
待
つ
男
の
子
、
レ
オ
タ

ー
ド
姿
で
行
き
交
う
尐
女
た
ち
、
ど
う
み
て
も
六
十
～
七
十
歳

ぐ
ら
い
の
女
性
。
教
務
の
担
当
者
と
思
っ
て
、
そ
の
ご
婦
人
に 

 
声
を
か
け
て
み
た
。 

「
す
み
ま
せ
ん
、
こ
こ
で
待
て
ば
よ
い
の
で
す
か
？
」 

 

「
私
も
待
っ
て
い
る
の
よ
。
私
、
こ
れ
か
ら
女
優
に
な
ろ
う
と

思
う
の
…
こ
の
コ
ー
ス
を
終
え
た
ら
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
探
す
つ

も
り
よ
」
と
い
う
返
答
。「
エ
ッ
！
」
。
こ
の
国
は
な
ん
で
も
あ
り

か
！ 

今
ま
で
私
が
抱
い
て
い
た
バ
カ
バ
カ
し
い
観
念
が
ゴ
ロ

ゴ
ロ
と
音
を
た
て
て
崩
れ
た
。 

 
 

「
だ
っ
て
、
楽
し
い
じ
ゃ
な
い
？
」 

 

そ
う
な
ん
だ
、
自
分
の
人
生
の
た
め
に
、
い
つ
だ
っ
て
、
何
度

で
も
、
ど
こ
で
だ
っ
て
、
そ
れ
が
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
で
あ
れ

ば
、
繰
り
返
せ
る
！ 

そ
れ
以
降
、
私
は
、
こ
の
ホ
ワ
イ
エ
に
た

た
ず
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
こ
こ
が
私
の
聖
地
と
な
っ

た
の
だ
。 

  

三
週
間
の
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
な
体
験
の
後
、
私
は
ど
う
し
て
も
ま

た
こ
こ
に
戻
り
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
コ
ー
ス
で
感
じ
た
、
あ
あ
、
あ
の
言
葉
の
意
味
が
も
っ
と
わ
か

っ
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
と
い
う
悔
し
さ
を
解
決
す
る
た
め
に
、
日

本
人
対
象
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

そ
れ
か
ら
、
私
の
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ａ
通
い
が
始
ま
っ
た
。
九
八
年
を
皮

切
り
に
、
三
回
、
日
本
か
ら
の
若
い
俳
優
、
俳
優
志
望
者
た
ち
を

対
象
と
し
た
二
週
間
の
シ
ド
ニ
ー
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
特

別
に
組
ん
で
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。 

Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ａ
の
広
々
と
し
た
リ
ハ
ー
サ
ル
ル
ー
ム
で
、
日
本
の
若

い
俳
優
た
ち
は
若
鮎
が
清
流
の
な
か
で
跳
ね
る
よ
う
で
、
ほ
ん
と

に
、
ほ
ん
と
に
、
美
し
く
、
輝
い
て
見
え
た
。
受
講
者
か
ら
心
か

ら
の
感
謝
を
い
た
だ
き
、
私
も
自
分
自
身
の
人
生
の
な
か
で
こ
ん

な
に
人
か
ら
感
謝
さ
れ
る
こ
と
を
経
験
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
後
も
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ａ
か
ら
二
人
の
先
生
を
招

い
て
、
企
業
人
を
対
象
と
し
た
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
」
の
コ
ー
ス
を
日
本
で
企
画
し
た
り
も
し
た
。 
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そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
魅
了
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
？ 

 
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
演
劇
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
も
の

が
、
俳
優
や
演
出
家
と
い
っ
た
演
劇
人
の
た
め
の
た
め
だ
け
に

あ
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
々
が
享
受
で
き
る
よ
う
に
、
一

つ
一
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
な
の
で
は

な
い
か
。
私
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
が
、
後
に
、
日
本
の
理
科
系

の
大
学
で
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と

い
う
講
義
を
持
つ
機
会
に
つ
な
が
っ
た
。 

  

私
の
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ａ
へ
の
関
心
は
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
い
き
、
二

〇
〇
一
年
、
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ａ
に
迎
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
初
日
、
当
時
の
学
長
ジ
ョ
ン
・
ク
ラ
ー

ク
に
ア
ポ
を
と
り
、
約
束
の
時
間
に
私
の
大
好
き
な
ホ
ワ
イ
エ

の
階
段
に
腰
を
か
け
、
秘
書
が
や
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い

た
。
去
来
す
る
の
は
、
緊
張
、
高
揚
、
な
に
か
誇
ら
し
げ
な
思

い
…
や
は
り
、
ど
こ
か
緊
張
し
て
い
た
の
に
違
い
な
い
。
過
去

の
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ａ
の
著
名
な
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
写
真
が
飾
っ
て

あ
る
廊
下
（
そ
の
な
か
に
、
学
生
時
代
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ラ
ッ

シ
ュ
と
メ
ル
・
ギ
ブ
ソ
ン
の
『
ゴ
ド
ー
を
待
ち
な
が
ら
』
も
あ

る
！
）
を
通
り
抜
け
、
学
長
室
へ
と
通
さ
れ
た
。
学
長
か
ら
リ

サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
と
許
可
証
が
与
え
ら

れ
、
私
の
半
年
間
の
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
の
生
活
が
は

じ
ま
っ
た
。 

Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ａ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
タ
イ
ト
だ
。
午
前
中
は
基
礎

訓
練
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
海
外
か
ら
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

ら
の
セ
ミ
ナ
ー
や
自
主
的
な
歌
の
発
表
会
が
行
わ
れ
た
り
す

る
。
午
後
、
学
生
た
ち
は
自
分
に
与
え
ら
れ
た
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
入
る
。
リ
ハ
ー
サ
ル
の
終
わ
る
六
時
以
降

も
、
自
主
練
習
の
た
め
に
十
ほ
ど
あ
る
リ
ハ
ー
サ
ル
ル
ー
ム
は

い
つ
も
予
約
で
い
っ
ぱ
い
。
七
時
か
ら
は
三
つ
あ
る
劇
場
、
ス

タ
ジ
オ
で
な
ん
ら
か
で
公
演
や
発
表
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一 

  

 

 

年
生
は
も
ち
ま
わ
り
で
、
案
内
係
を
担
当
。
多
く
の
学
生
が

帰
宅
す
る
の
は
九
時
半
か
、
十
時
の
こ
と
に
な
る
…
。 

 

リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
の
半
年
間
、
す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
の

出
席
を
許
可
さ
れ
て
い
た
。
卒
業
生
メ
ル
・
ギ
ブ
ソ
ン
か
ら

の
巨
額
の
寄
付
に
よ
る
新
劇
場
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

も
あ
っ
た
。
忙
し
く
も
夢
の
よ
う
な
日
々
が
終
わ
り
に
近
づ

く
頃
、
学
長
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
。 

「
次
は
ど
う
す
る
の
か
ね
」
。 

と
っ
さ
に
、「
教
え
る
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
」
と
答
え
て

い
た
。
学
長
は
う
な
ず
き
な
が
ら
、「
演
出
コ
ー
ス
で
学
ん
で

み
な
い
か
？
」
。「
可
能
な
ん
で
す
か
？
」「
な
ん
で
も
可
能
だ

よ
」
。 

  

お
だ
て
に
の
っ
て
、
二
〇
〇
三
年
二
月
、
四
十
代
後
半
に

な
っ
て
、
正
式
に
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ａ
の
学
生
に
な
っ
た
。
演
出
コ
ー

ス
は
狭
き
門
で
、
全
州
か
ら
選
ば
れ
た
六
名
プ
ラ
ス
私
。
怒

涛
の
一
年
間
が
は
じ
ま
っ
た
。
中
間
発
表
会
で
は
、
七
人
全

員
で
小
泉
八
雲
の
「
怪
談
」
を
演
出
し
た
。
卒
業
制
作
に
あ

た
る
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
ズ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、「
ニ
ッ
ポ

ン
・
メ
モ
リ
ー
ズ
」
な
る
も
の
を
作
・
演
出
し
た
。 

  

Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ａ
は
昨
年
、
五
十
周
年
を
迎
え
た
。
設
立
当
時
、

演
劇
学
校
な
ん
か
作
っ
て
何
に
な
る
、
と
ば
か
り
に
ジ
ョ

ン
・
ク
ラ
ー
ク
は
批
判
を
浴
び
た
と
い
う
。
当
日
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
は
、
映
画
・
演
劇
産
業
な
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

存
在
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
今
で
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
大

き
く
な
い
。
日
本
に
比
し
て
、
劇
場
数
も
尐
な
い
。
だ
が
、

人
は
育
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ａ
の
卒
業
生
は
、

イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ア
ジ
ア
…
世
界
に
散
ら

ば
り
活
躍
し
て
い
る
。
そ
の
一
人
が
ケ
イ
ト
・
ブ
ラ
ン
シ
ェ

ッ
ト
で
あ
る
。
彼
女
は
い
ま
も
生
活
の
ベ
ー
ス
を
シ
ド
ニ
ー 

に
置
き
な
が
ら
、
世
界
を
飛
び
回
っ
て
い
る
。 

  

卒
業
式
の
日
。
学
長
自
ら
一
人
ひ
と
り
の
卒
業
生
の
名
前

を
呼
び
あ
げ
、
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。
私
の
名
前
も
呼

ば
れ
た
。
人
生
の
な
か
で
こ
ん
な
に
勉
強
し
た
こ
と
は
な
い

ほ
ど
、
勉
強
し
た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
と
き
だ
け
は
、
自
分

で
自
分
を
褒
め
て
あ
げ
た
か
っ
た
。
何
か
を
達
成
し
た
の
だ
。

尐
し
ば
か
り
疲
労
気
味
の
す
が
す
が
し
さ
を
味
わ
っ
て
い

た
。 

 

そ
の
夜
は
、「
お
め
で
と
う
」
の
声
と
、
シ
ャ
ン
パ
ン
、
ハ

グ
が
溢
れ
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ａ
の
ホ
ワ
イ
エ
は
遅
く
ま
で
明
か
り

が
と
も
さ
れ
て
い
た
。
学
校
の
ビ
ル
も
赤
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
た
。
私
は
、
私
を
こ
こ
ま
で
導
い
て
く
れ
た
学
長

に
深
く
感
謝
し
た
。「
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
の
私
の
人
生
の

な
か
で
最
も
美
し
い
場
所
で
あ
る
」
と
い
う
私
の
言
葉
を
、

ジ
ョ
ン
は
目
に
う
っ
す
ら
と
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
聞
い
て
い

た
。 

（
た
ん
げ
さ
ち
こ
／
俳
優
・
演
出
） 
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特定非営利活動法人 

シアタープランニング 
ネットワーク 

（ＴＰＮ） 
舞台芸術関連の様々な職業のための

セミナーやワークショップをはじめ、

調査研究、情報サービス、コンサルテ

ィングなど、舞台芸術にかかるインフ

ラストラクチャー確立をめざすヒュ

ーマン・ネットワークです。国際的な

視野から、舞台芸術と社会との関係性

の強化、舞台芸術関連職業のトレーニ

ングの理念構築とその具現化、文化政

策・アートマネジメントにかかる情報

の共有化、そしてメインストリームシ

アターとコミュニティシアターの相

互リンケージを目的としています。

2000年12月6日、東京都よりＮＰＯ法

人として認証され、12月11日、正式に

設立されました。 

 
theatre & policy  

シアター＆ポリシー 

 

ＴＰＮの基幹事業として、2000年6月

から定期発行（隔月間・年6回）され

ています。定期購読をご希望の方は、

ＴＰＮの準会員としてご参加下さい。

年会費3千円（送料込）を下記までご

送金下さい。尚、送金の際は、ご住所・

氏名・電話番号を忘れずにご記入くだ

さいますようお願い申し上げます。 

郵便振替口座  

００１９０－０－１９１６６３      

加入者名  

シアタープランニングネットワーク 

 

 

特定非営利活動法人 

シアタープランニングネットワーク 

編集人 中山 夏織 

発行人 高山 敦司 
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東京都調布市若葉町 1－33－43－202 
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http://www5a.biglobe.ne.jp/~tpn 
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めくるめくという言葉なのか、怒涛のようにという言葉なの

か、ロイヤル・コートの芸術監督ドミニク・クック氏との 1 週間

が終わりました。演出家・劇作家としての才能、繊細さ、芸術監

督としての度量の大きさ、マネジメント能力、そして、人間とし

ての温かさ、優しさ、それに普通の方の生活感覚をも兼ね備えた

方というのが、私の印象です。何よりも強く感じたのは、『カラ

ムとセフィーの物語』を見ながらも、キャストやスタッフと語ら

っている時も、明治大学での特別講義でも、シンポジウムでも、

ワークショップ『俳優のフォーカスと意図』でも難しい顔一つせ

ず、笑顔で、ほんとうに楽しく仕事をしている。ワークショップ

で、『カラムとセフィーの物語』や『マクベス』を使って、スタ

ニスラフスキイの行動分析を行うという緻密な作業を、ほんとに

楽しそうに笑顔を浮かべながら語る姿からは、彼の演劇への愛情

だけではなく、国境や言語を超えても、同じ思いや創造を分かち

合うことを楽しんでいるのだと感じさせてくれました。 

 いま英国演劇もまた、新政府の予算削減政策のもとで、80 年代

のサッチャー政権下以上の公的助成の削減に突入しようとして

います。いまロイヤル・コートでは年間 18 本の新作が上演され

ていますが、そしてそのなかには多くの傑作、佳作が含まれてい

るわけですが、その環境をいつまで維持しうるのか。彼も触れて

いましたが、確からしいものがない、というのは、いまの時代を

象徴する言葉です。生き残りのために、資金調達やマーケティン

グに頼らなければならないことになる。でも、ロイヤル・コート

はあくまでも劇作家の家として、観客の求めるものではなく、劇

作家の書きたいものを書かせる―もちろん、質が伴わなければつ

きかえすし、書き直しを要求する。アートマネジメントや助成す

る側の発想としては、ほんとうに怖い、許しがたいポリシーだ、

芸術家の傲慢だと思う方もいらっしゃるでしょう。「プロボカテ

ィブ（挑発的）」であり、そして「チャレンジ」を忘れないとい

うこと。演劇は必ずしも心地のよいものではない。このあたりに

こそ、演劇の役割があるのではないか、そう問われているように

感じています。それを楽しめる器も必要なのかもしれません。 

もちろん、クリエーターとしてのドミニクが『カラムとセフィ

ーの物語』で日本の演劇界にもたらしたものも大きいと信じるも

のです。本来、青少年を対象とした演劇がこんなにも大人をも強

く惹きつける。難しく苦い、美しさと醜さを伴うテーマ…演劇な

らではの魅力。鑑賞教育、ドラマ教育を考える上でも示唆するも

のがいっぱいです。 

この素晴らしい機会を与えて下さった文学座の皆様、ドミニク

の来日を可能にした大和日英基金、グレイトブリテン・ササカワ

財団のご支援、平日にもかかわらずシンポジウム、ワークショッ

プに集っていただいた多くの皆様に心から御礼申し上げたいと

思います。コーディネーター冥利に尽きる出会いでした。 

（中山夏織） 

 


